
○ 「山の日」は、平成28年１月１日に改正祝日法で新たに施行された国民の祝日
※制定趣旨：山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する。

山の日(8月11日)

○ 山の恵みに感謝するとともに、美しく豊かな自然を守り、次の世代に引き継ぐこと。
○ 全国持ち回りで毎年開催されており、沖縄開催で第７回目となる。

全国大会の目的

令和５年度 第７回「山の日」全国大会の沖縄開催について

開催状況 開催地 主な来賓 来場者実績

H28 第１回 長野県・松本市 皇太子殿下、環境大臣、国会議員等 約1万7千人

H29 第２回 栃木県・那須町 環境大臣、国会議員等 約1万人

H30 第３回 鳥取県・米子市・大山町 環境副大臣、国会議員等 約6千人

R元 第４回 山梨県・甲府市 環境大臣、国会議員等 約3万1千人

R2 延期 新型コロナウイルス感染拡大の影響により延期

R3 第５回 大分県・九重町・竹田市 国会議員等 約2千人

R4 第６回 山形県・山形市・上山市 環境大臣、国会議員等（計画） 約4千人（計画）

R5 第７回 沖縄県・国頭村・大宜味村
・東村・竹富町

環境大臣、国会議員等（予定） 約5千人（予定）

第７回「山の日」全国大会の沖縄開催が決定（R4.5.27）｜全国山の日協議会 会長：谷垣 禎一

【大会統一ロゴマーク】



○ ８月を目処に、実行委員会を発足し、会場・開催規模・イベント内容等を検討する。
（会長 沖縄県知事、副会長 開催地首長、委員 全国山の日協議会、関係省庁等）

○大会期間：令和５年８月10日（木）から11日（金）
○開 催 地 ：国頭村、大宜味村、東村、竹富町

大会概要

○ 世界自然遺産に登録された自然豊かな森が育む生物多様性や歴史、文化
を県内外に発信し、将来の世代に引き継いでいく宝としての認識を深める。

○ 県民が山を身近に感じ、より積極的な触れ合いを促す契機とする。

沖縄開催の趣旨

推進体制

行事 内容

歓迎レセプション 招待客を招いての歓迎会（主な来賓は、環境大臣、国会議員等）

記念式典・行事 式典（映像上映、合唱、ﾘﾚｰｾﾚﾓﾆｰ等）、行事（ﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ、ﾊﾟﾈﾙ展等）

歓迎フェスティバル ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、体験ブース、協賛ﾌﾞｰｽ出展

プレイベント（R5年3月頃） 大会の機運醸成に向けて、ファミリー向けの自然体験イベント等を開催

関連イベントの発信（通年） 山や自然に関するイベント（観察会・体験活動等）を取りまとめて発信







（１）国内外の県人会
○1990年度から国内外の沖縄県系人（ウチナーンチュ）が沖縄県に集まり、
沖縄県人等のネットワークを強固なものとするとともに国際交流施策に係
る提言等を行う「世界のウチナーンチュ大会」を定期的に開催。

○2016年には、沖縄県の風土や伝統文化等を象徴する日として「世界のウチ
ナーンチュの日」を制定。

○海外県人会が「ウチナーンチュの日」に実施する催し等への沖縄文化芸能
指導者を派遣し、エイサー、琉舞、三線等を指導するワークショップをこ
れまでに５ヶ国６ヶ所の県人会において実施。

○沖縄県の県内外移住者の子弟（中高生）を招聘し、同世代の青少年と合宿
を通じて絆を深める「ウチナージュニアスタディー」を2001年から実施。

○多言語による情報発信・集約や相互交流の促進、相談窓口等を担う「ウチ
ナーネットワークコンシェルジュ」を2021年からJICA沖縄センター内に設
置。

（２）福建省（中華人民共和国）
○1997年に沖縄県と福建省が友好県省を締結し、2014年には福州駐在所を
開設。

○福建省との公費留学生の受入・派遣や、沖縄県と福建省の大学間で演舞を
競う福建省大学エイサー大会を継続して実施。

○コロナ禍においてもオンライン等での交流を実施。

第16回自治体国際交流表彰の受賞団体の取組について
（沖縄県）

交流先 ： （１）国内外の県人会（海外101団体、国内33団体）、（２）福建省（中華人民共和国）

ウチナージュニアスタディー(2019年)

これまでの取組について（概要）

世界のウチナーンチュ大会(2016年)

沖縄県福建省友好県省締結20周年事業(2017年)


